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五
六

々

野

1台

之

一

しお
なり
し、、

作こ
品の
と点
な、

つ南
て北
いハ朝
ると・

の
-
唐
の
墓
誌
に
比
し
て
も
、
著
し
く
は
見
劣
り

上
代
の
文
学
・
学
問
は
、
受
容
さ
れ
汁

を
技
き
に
し
て
、

こ
れ

に
、
庚
信
の
作
品
と
類
似
の
表
現
が

み
ら
れ
る
こ
と
を
早
く
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
山
田
孝
雄
博
士
で
あ
っ
た
。
博
士

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
受
容
さ
れ

問
題
に
す
る
場
合
、
単
に

t主

の
「
天
讃

派
、
若
木
分
レ
枝
」
に
つ
い
て
、
庚
信
の
作
品
に
、

そ
れ
が
我
国
に
与
え
た

を
捜
る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の

の
、
本
国
に

湿
ニ
天
讃
之
派
水
「
附
ニ
若
木
之
分
枝
一
(
為
一
抱
公
-

表
¥J  

お
け
る
学
問
的
、
文
学
的
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
ま
た
必
要
で

派
-
h
m
天
演
「
支
ニ
分
若
木
-
(
周

あ
ろ
う
。

と
L 、

カ
あ
り
、

ま
た
同
じ
く
「
鳴
レ

「
晃
」
に
つ
い
て
も
、

そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の

に
つ
い
て
な
さ
れ
て
き
て

レ
晃
観
レ
風
、
停
レ

雨

'" 

¥J 

い
る
が
、

こ
こ
で
は
筆
者
の
目
に
入
っ
た
一
例
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に

と
い
う
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
柿
村
重
松
氏
は
、

『
上
代
日
本
漢
文
学
史
』
の
中
で
、
こ
の

し
た
い
。

一一

に
関
し
て
は
、
庚
信
の
詩
文
を
集
め
た
『
庚
信
集
』
の
影
響

と
に
、
ふ
れ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
た

べ
き
こ

は
、
山

上
代
の
文
学
に
は
、
北
周
の
文
人
庚
信
の
詩
文
が

を
与
え
て
い
る
。
そ

田
博
士
の
研
究
と
は
別
に
、

『
庚
信
集
』

の
証
と
し
て
、

こ
の
墓
誌
を
と

の
早
期

る
実
例
と
し
て
は
、

四
年
(
七

O
七
)

り
あ
げ
、
山
田
博
士
も
い
わ
れ

誌
と
の
関

が
名
高
い
。
こ
の
墓
誌
は
、
中
国
の
典
型
的
な
墓
誌
の

っ
て

連
を
述
べ
ら
れ
る
と
共
に
、

の
「
位
由
レ
道
進
、
栄
以
レ
礼
随
」

や

製



位。祉。

参こ

上の
将典
ー、拠
。と
し
て

と
は
、
周
知

で
あ
る
。
そ
の
作
者
は
、
も
ち
ろ
ん
庚
信
に
限
ら
れ
た
わ

一
(
中
略
)
、

。
。

啓
、
軍
幕
何
張
、
起
一
一
蛮
礼

け
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
、
威
奈
大
村
墓
誌
の
述
作
に
あ
た
っ
て
、
と
り
わ
け

数
一
(

庚
信
の
誌
碑
が
参
照
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ

を
あ
げ
、
ま
た
同
じ
く
墓
誌
の
コ

。

と

「
連
域
折
レ
玉
」
に
関
連

と
と
考
え
る
。
?
」
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
り
は
、

次
に
あ
げ
る

『
旧
唐

す
る
語
句
と
し
て
、

巻
一
九
O
剛、

の
一
節
で
あ
る
。

先
レ
是
、

(呉〉少徴
一

文
土

一
皆
以
一
捺
・
庚
一
為
レ
宗
、

皆
与
雇
典
一
為
レ
本
、
時
人
欽
ニ
慕
之
「
文
体
一
変
、 嘉諜
与
-
一

、

称

な
ど
を

為
ニ
富
呉
体
一

』
所
収
の
墓
誌
銘
を
利
用
し
て
成
立
し
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

伝
の

に
も
み
え
る
が
、
富
嘉
諜
は
、
武
后
の
政
権
が
倒
れ
、

し

山
田
博
士
も
早
く

本
墓
誌
の
出
典
に
つ
い
て

『
文
選
』
所
収
の
諒
・
碑
文
・
行
状
な
ど
と
の
関
係
も
無
視
し
が
払
川
。

及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

た
八
世
紀
初
め
に
没
し
た
人
で
あ
る
。
彼
と
そ
の
友
人
呉
少
徴
が
、

「
碑
煩
」

tま

の
分
野
で
、
経
典
に
基
づ
く
新
た
な
文
体
を
創
始
す
る
に
及
び
、

「
徐
庚
」
の

し
か
し
『
庚
信
集
』
が
奈
良
時
代
の
我
国
に
存
在
し
た
こ
と
は
、
正
倉

に
徴
証
が
か
幻
。
を
め
ぐ
る
山
田
博
士
の
指
摘
も
考
慮
す
九
問
、
『
庚

作
品
の
亜
流
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
碑
頒
の
文
体
は
、

一
新
さ
れ
る

信
集
』
所
収
の

神
道
碑
そ
の
他
が
、
本
墓
誌
の
成
立
に
大
き
な
役
割

に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
「
徐
庚
」
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で

除
陵
と
北
周
の
庚
信
を
指
す
。
『
周
壷
』
巻
四
十
一
の
庚
信
伝
に
は
、
こ
の
二

人
の
文
を
、
世
に
「
徐
庚
体
」
と
称
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。

の

を
果
た
し
た
こ
と
は
、
動
か
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
威
奈
大
村
墓
誌
に
対
す
る
『
庚
信
集
』
の
影
響
は
、

る

一
方
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
一
碑
頒
」
と
は
、

に
は
文
体
と
し
て

の
碑
文
と
頒
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
伝
に
は
両
名
の
佳
作
を
あ
げ
た
中

一一一

に
、
呉
少
徴
の
崇
福
寺
鐘
銘
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
碑
」
は
、
広
く

碑
銘
の

を
総
称
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
故
人
を
偲
ん
で
墓
道

南
北
朝
時
代
以
来
、
中
国
で
多
く
の
墓
誌
銘
・
神
道
碑
の

一
と
威
奈
大
村
墓
誌

カ
作
ら
れ
た
こ

に
立
て
ら
れ
る
神
道
碑
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、

よ
く
似
た
形
式
内
容
の
墓
誌
銘
な

五
七



『
庚
信
集
』
と
威
奈
大
村
墓
誌

五
J¥ 

ど
も
、
当
然
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

を
、
た
ま
た
ま
『
庚
信
集
』
で
補
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

す
な
わ
ち
、
前
掲

の
記
事
は
、
唐
代
に
入
っ
て
も
八
世
紀
初
頭
ご

ろ
う
。

ろ
ま
で
は
、
碑
銘
の
文

-
庚
信
の
作
品
の

が
大
き
か
っ
た
こ
と
を

か
つ
て
太
田
晶
二
郎
氏
は
、

カ1

天

の

代
に
、

h

」

Lし

ひ
い
て
は
墓
誌
銘
の
文
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
事
情
の
存
し
た

せ
る
史
料
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
礼
記
』
を
講
授
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
そ
れ
が

ハ

mv

じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
別
稿
で
も
と

の
最
新
の
学

盛
岡
っ
て
お
り
、

こ
の
種
の
碑
文
や
墓
誌
銘
が
、
早
く
か
ら
文
人
の
売
文
手
段
と
な
っ
て
い
た

り風
あを
げ反
た映
こし
とた
が結
あ果
るで
よあ
う(つ
にUtこ

中と

に
お
け
る
流
行
の

か
、
我
国
に
も

ヵ、
ヵ:
わ
れ〈
る旦次

あ
げ
る
=司

|日

こ
と
は
、

巻
一
九

O
附
の
李
邑
伝
の
記
載
か
ら
も
う

摂
取
さ
れ
、

広

し
た
例
は
稀
で
な
い
。

従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
な
い

が
、
主
勃
の
詩
文
の
受
容
な
ど
も
、
左
掲
の
史
料
に
あ
る
通
り
、
同
時
代
の
人

初
、
畠
阜
壇
一
一才
名
「
尤
長
エ
碑
頒
「
雄
レ
庇
-
融
在
外
一

冠
及
天
下

士
が
競
っ
て

み
、
王
勃
の
文
を
求
め
た
よ
う
な
事
情
と
、
全
く

関

金
吊
一
往
求
ニ
其
文
「

後
所
レ
製
、
凡
数
百
首
、
受
一一納

係
で
は
あ
る
ま
い
。

-、

亦
至
-
一
鑑
万
「

自

財

未
場
有
一
一
如
レ
邑

耕

者

云
、
王
勃
所
レ
至
、

託

'"為
ヲ竪予Z τzr 

元白文
、.../'"'

，心

tま

圃司

の
注
者
と
し
て
名
高
い

の
子
で
、
武
后
朝
か
ら
玄
宗

耕
一
北
皇
志
(
唐
、

朝
の
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
徐
陵
・
庚
信
ら
の
作
品
は

威
奈
大
村
墓
誌
の
場
合
も
、
同
時
代
の
中
国
に
お
け
る
学
問
・
文
学
の
動
向
が

恰
好
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
字
句
の
直
接
的
模
倣
な
ど
も
ま
た
行
な
わ
れ
た
の
で

反
映
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
招
致
さ
れ
た
の
が
、

伝
に
い
う
、

ー「

も
っ
と
も
中
国
に
お
け
る
文
学
の
動
向
と
い
う
こ
と
で
は
、
庚
信
の
作
品
が

劣
ふ
」
と
い
う
趨
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
も
っ
て
い
た

(
日
)

と
っ
て
よ
い
が
、
た
と
え
ば
当
時
の

で
き
な
い
。
こ
の
点
は
既
に
周
知
の
事
実

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

の
述
作
者
が
、
庚
信
作
の
神

を

て
も
、

ま
ず
唐
の
太
宗
に

道
碑

を

て
撰
文
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
風

「
秋
日
穀
=
庚
信
体
こ
と

る
詩
が
あ
る
(
『

巻
一
)
。
ま
た
初
唐

を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

文
藻
の
貧
し
さ

期
に
は
、

-
韓
仲
宣
・
高
蓮
・
長
孫
正
隠
・
陳
嘉
言
ら
に
よ
っ
て
、



「
上
元
夜
、
効
二
小
庚
体
こ

る
詩
も
作
ら
れ
て
い
る

(
『
全
唐
詩
』
巻

の
み
な
ら
ず
、
中
国
文
化
一
般
の
受
容
を
問
題
と
す
る
場
合
に
も
、

こ
の

十
三
号
、
昭
和
七
年
)
。
後
引
の
例
を
含
め
、

山
集
』
〈
四
部
叢
刊
初
編
)
所
収
。

(

3

)

柿
村
重
松
『
上
代
日
本
漢
文
学
史
』
一
二
一

(
4
〉
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
出
一

O
六
頁
、
同
「
文

字
の
揺
れ
」
(
文
学
四
七
|
五
)
。

(
5
〉
山
田
孝
雄
注
(
2
〉
論
文
。

(
6
〉
『
大
日
本
古
文
書
』

ω八
九
頁
。
原
文
は
「
庚
信
集
」
に
作
る
の
で

問
題
が
な
い
で
は
な
い
が
、
中
国
の
金
石
文
で
は
、
「
席
、」
を
「
庚
」

「
庚
」
双
方
の
別
体
と
し
て
用
い
た
例
が
あ
り
、
ま
た
「
庚
」
の
別
字

と
し
て
、
「
庚
」
に
よ
く
似
た
「
庚
」
も
あ
る
(
羅
振
玉
『
増
訂
碑
別

字
』
参
照
)
。
「
庚
信
集
」
は
「
庚
信
集
」
と
み
て
誤
り
な
か
ろ
う
。

(
7
〉
な
お
「
露
軍
」
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文

学
』
凶
七
五
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。

(
8
〉
『
北
史
』
巻
八
一
ニ
、
庚
信
伝
に
も
、
同
文
の
記
事
が
あ
る
。

(
9
〉
売
文
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
富
「
士
大
夫
と
潤
筆
」
(
『
慰
問
斡
唯
一
士
東

史
論
集
』
所
収
)
参
照
。

太
田
品
二
郎
「
吉
備
真
備
の
漢
籍
将
来
」
(
か
が
み
創
刊
号
)
。

拙
稿
「
大
宰
府
出
土
木
簡
に
み
え
る
『
貌
徴
止
』
考
」
(
『
正
倉

木
簡
の
研
究
』
所
収
)
。

編
、
子
部
所
収
。
佐
伯
富
注
(
9

吉
川
幸
次
郎
述
、
黒
川
洋
一

庚
信
の
作
品
は
『
照
子

七
十
二
)
。

こ
の
「
小
庚
」
と
は
、

に
対
し
て
、

そ
の
子
庚
信
を
指
し

た
も
の
に
他
な
る
ま
い
。
長
孫

dっ
て
お
り

そ

で
t土
.， 
の
為

庚。
"A、。
2:tま

こ
の
一
連
の
詩
に
対
す
る
詩
序
を
作

章
」
と
記
し
て
い
る
。
初
唐

ヵ、
ら

へ
か
け
て
の
人
、
張
説
に
「
過
ニ

宅
こ
の
作
が
あ
る
の
も
(
『
全

唐
詩
』

八
十
七
)
、

こ
れ
ら
と
無

、
で
は
な
か
ろ
う
。

四

そ
の
モ 威

奈

大

村

墓

誌

が

、

『

庚

の

に
お
け
る
文
学
の
動
向
に
関
連
づ
け
て
考
え
て
み
た
。

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、

を

よ
う
な
視
点
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
の

は
『
庚
信
集
』
を
め
ぐ
る
小
問
題
に

:
、
:
、

φ

ん
し
カ

者
の
批
正
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

(

叩

〉

(

日

)

注(1
)

本
墓
誌
の
釈
文
・
訓
読
は
、
飛
鳥
資
料
館
編
『
日
本
古
代
の

参
照
。
ま
た
本
墓
誌
の
性
格
・
特
色
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
書
所
収
の

拙
稿
「
日
本
古
代
の
墓
誌
」
及
び
「
各
個
解
説
」
で
も
ふ
れ
た
。
な
お

同
書
一
七
五
頁
下
段
十
一
行
自
の
「
菟
」
は
「
完
」
の

山

田

孝

雄

「

威

奈

真

人

の

文

の

考

証

」

文
参
照
。

『
中
国
文
学
史
』

一
五

(

ロ

)

(
日
)
た
と
え
ば
、

八
頁
以
下
。
(
一
九
八
三
年
六
月
二
十
三
日
稿
、

(

2

)

 

(
奈
良
文
化
二

同
八
月
十
三
日
補
訂
)

大
阪
大
学
助
教
授

『
庚
信
集
』

五
九



六
O

第
三
回

第

ω
の
詩

島

之

院E春

侍史
り

採&
り
て
ー・1
、

字
、
応
製
、

一
首

し
ゅ
ん
じ
っ
さ
耐
の
さ
ん

令
製
(
春
日
嵯
峨
山

ふ
。
「
令
」
は
文
体
の
一
つ
。
明
人
徐
伯
魯
撰
『
文
体
明
弁
』
(
令
)
に
、

「令、

の
字
を
得
た
り
、

一
首

、--'

即
命
也
。
七

之
時
、
並
称
日
レ
令
。

法

-
太
子
称
レ
令
」
と
み
え
る
。

春
の
日
に

の
山
院

(ω
の

〉
に
は
べ
っ
た
時
の
詩
、

の
詩

こ
こ
は

子

の

の
作
を
さ
す
。

底
本
「
令
」

の

と
同
じ
時
の
作
で
あ
ら
う
。
「
採
り
て
」
云
々
は
、

ω
の

で
述
べ
た
如
く
、

各
自
に
韻
字
が
与
へ
ら
れ
、
作
者
に
「

と
云
ふ
灰
韻
の
字
が
当
り
、

こ
れ

「
淳
和
」
と
あ
る
の
は
も
と
の
写
本
の
注
記
。
七
言
八
旬
、
韻
は
上
平
戸
十
灰

韻
|
催
・
・
廻
|
。
第
二
句
及
び
第
三
句
に
は
平
灰
の
誤
が
あ
る
。
な

• 

し
て
作
っ
た
も
の
。

「
採
」
は
各
自
が
分
け
採
る
意
。
但
し
「
採
」
を

ほ
今
回
よ
り
便
宜
上
、

「探」

-
前
本
)
に
作
る
写
本
も
あ
る
。

唐
詩
一
般
に
於
て
は
、

「
探
」
で

(3) 

外 各
句

乍E嵯さ洋
ちま峨が数
にの字
到主院土を
るは付
に挨台す
、出公る

文
字
を
和
製
と
み
て
、
敢
へ
て
改
め
な
い
。

「
令
製
」
は
、

子
の
作
を
云

地ち絶ま捷E花鳥
勢ま澗2松主のの

且詰幽Vののう呑か さ

くら深k流i嶺ま近
待に中主上品く
て し石う風うに
東てはは得
に光ひ居主雨た
廻士暮同Zにり
すれに為な窓
こ易字作なるを
としる 、抱見
莫ま 、 。 く

れ 梅

遁
カ通

関E情与の
ゅのう外t
増ぜ興!

偏2
る Vこ
盤E催3
す措

あ
る
が
、
前
述

ωの
詩
題
に
も
「
探
」
・
「
採
」

の
写
本
が
あ
る
た
め
、
加

、ー

2
乍
到
幽
情
興
偏
催

こ
も
し
ば
ら
く
底
木
の
ま
ま
に
し

「
応
製
」
は
、
天
子
の
命
令
を
承

3 

整

け
て
、
勅
命
に
応
じ
て
作
る
詩
。
六
朝
詩
や

の
一
部
は
「
応
詔
」
で
あ

4
花
香
近
得
抱
窓
梅

敬
宗
「

る
が
、
唐
代
の
詩
題
で
は
、
一
般
に
「
応
制
」
と
く
。
そ
の
一
例
、
初
唐
許

レ
和
三
一
ん
日
一
応
制
」
、
「
侍
ニ
宴
渉
冊
宮
一
昨
制
」
な
ど
。
こ
の
詩
の
詩

(
神
・
平
本
)
に
作
る
本
も
あ
る
が
、
「
応
製
」
の

5 6 

の
「
応
製
」
を
「

7
地
勢

8 

且
待
莫



句

の

「
輿
」
(
平
声
)
を
「
お
こ
る
」
と
動
詞
に
訓
む
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ら
う
が
、

而
恰
J障

号

幽。
情。
=ア
パYラ

テ

而
外
揚の」

ぷ曹は
ct 
っそ
骨の
詞ー

π 例

芦 Z
る

こ
の

嵯
峨
山
院

到
の来
外し
、た

乍主時
ちま

到
る よ
り
始
ま
る
。

詩
は
、

の
院
は

ピ
催
す

一• 一一

興
感
、
感
興
な
ど
が

で
あ
る
。

ー， -¥- -寸

人塵す嵯
事の峨
膜Z外の
くに院
」あ」

議?同

句え

(2) 存
自寸 -

A の

挙外
Il>! ~こ
ち日あ

な?
n '-

L二と

の
「
嵯
峨
山
院
」
に
同
じ
。

-， 

の
外
」

は
~ 

挨5

下
に
動
調

が
あ
る
の
で
、

や
は
り
名
詞

「輿」

に
解
し
て

く

句
)
な
ど
に
似
通
ふ
表

に
」
は

「
偏
」
は
灰
声
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ

、

一
方
に
片
寄
る

こル」、

と
し
て
は
ひ
た
す
ら
、
な
ど
に
当
る
語
。
初
唐
宋
之
問
「
春
日
山

現
。
「

は
ー寸

に
同
じ
。
『

巻
十
五

張
平
子
ー寸

帰
。田
挨。賦
-0  L 

荘 の

家
」
の
「
魚

レ
藻
、
人

は
、
そ
の
一
例
。

「
催
す
」
は
、

子
日
、
「
超
=
挨
塵
一
以
濯
遊
、
与
-量
事
-
乎
長
辞
」
(
李
善
注
「

こ
)
は
、
そ
の
一
例
。

う
な
が
す
、

一
つ
の
方
向
に
か
き
た
て
る
こ
と
。
そ
の
一
例
、
初
唐
佳

日
能
催
レ
暁
、
風
光
不
レ
惜
レ
年
」
な
ど
。
「
嵯
峨
の

の
句
の
「
乍
ち
に
」
は
「
忽
ち

混
「
喜
レ
入
エ
長
安
こ
の

に
」
に
同
じ
。

「
乍
」
と
「
忽
」
と
の
対
比
の
一
例
に
、

』
(
巻
中
)
醇
拠
の
「
山
影
乍
浮
沈
、
潮
波
忽
来
往
」

.， 
河

山
院
は
浮
世
の(思
ひ
)
が
一
途
に
か
き
立
て
ら
れ
る
」
。

の
外
に
あ
る
、

た
ま
た
ま
こ
こ
に
来
る
と
胸
の
中
に
ひ
そ
む

陵
ロ

海

db 
の

が
あ
る
。
ゆ
く
り
な
く
、

た
ま
た
ま
、
思
ひ
が
け
な
く
、
な
ど
の
意
。
大

次
に
二
組
の
対
句
が
続
く
。
ま
づ
領
聯
は
、
鳥
と
花
と
の
対
比
。

さ

'

は

し

た

に

鳥
の
遥
か
に
聞
ゆ
増
る
盤
、
花
の
香
近
く
に
得
た
り
窓
を
抱
く

師

-
7

」、
『

忽
ニ
ハ

チ
マ
チ
ニ
有
コ
コ
ロ
ア
リ
。
乍
エ
ハ
其
義
ナ
シ
(
巻
下
)

と
述
べ
る
。
『
文
選
』
(
巻
一
)
「
西
京
賦
」
の
「
将
ニ
乍
往
一
一
間
未
レ
半
」

「
タ
チ
マ
チ
、

乍
ハ
忽
チ
也
、

藍
グ
也
:
:
:
コ
レ
認
ヨ
リ
義
軽
シ
。

キ
モ
ノ
タ

梅
(
第
三
・
四
句
)

シ
ハ
ラ
ク
シ
テ
」
と

鳥
と
花
と
の
対
比
は
、
六
朝
・

櫨
前
間
二
鳥
噌
「
岡
裏
山
守
二
花
開
一
(

妓
至
「
鳥
避
-
一
仙
舟
発
-
(

に
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
、

春
日
極
飲
)

花
迎
一
一
妙

の
「
乍
」
に
つ
い
て
、
上

ー
、-'

み
え
る
。

「
到
る
」
の

は
作
者
。

「
到
」
に

語
は
、
場
所
な
ど
が
多

tま

一
般
に
「
春
鳥
」

「
春
花
」
の
如
く
、
そ
れ
ぞ
れ

を
冠
ら

く

こ
こ
も
「
到
ニ
幽
情
こ
と
は

、-
h
i
h

、。

品
μ
φ
'
h
B
V

「
幽
情
」
は
、
深
い
心
、
胸
の

せ
、
単
独
に
「
鳥
」
や
「
花
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
初

底
に
納
め
ら
れ
て
ゐ
る
心
を
云
ふ
。

国司

(
巻
十
七
)
樽
武
仲

の

唐
詩
に
入
る
と
、
そ
れ
ぞ

に
用
ゐ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
す
で
に
『
凌

ー咽

詩
注

六一



宮守

詩
注

六一一

に
も
、
制
「
看
レ
ム

鳥
短
長
吟
」

(
高
丘
弟
越
、
一
ニ
月
三
日

よ
り
得
た
の
意
で
、
梅
よ
り
呑
を
得
る
と
は
、
梅
か
ら
そ
の
香
が

っ
て
く
る

侍
エ
宴
神
泉
苑
-
応
詔
)
の
例
を
み
る
。

a
A
 

に
み
る
如
く
、

こ
と
。
「
窓
を
抱
く
梅
」
は
、
窓
を
抱
く
か
の
や
う
に
さ
し
か
か
る
梅
樹
の
意
。

「
窓
」
を
同
じ
意
の
「
臆
」
(
神
・
詩
紀
)
に
作
る
本
も
あ
る
。

「
抱
く
」
は

芋
通
-
一
春
宮
こ

の

枝議
間」

品。は

淀
「
奉
レ
和
z
春
日

鳥
が
さ
へ
づ
る
意
に
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

こ
こ
は
前
述
庚
信
「
春
日

を

る

E 司

(
巻
二
六
)

運
「
過
ニ
始
寧
壁
こ

の

。

る
整
」

の
「
増
」
〈
音
カ
イ
)

を
「
階
」
(
神
・
平
本
)

に
作
る
本
も
あ
る
が
、

周
庚
信

レ
報
ニ
窮
秋
一
寄
=
隠
士
一
」

の

秋
水
牽

沙
落

寒

藤の
JコJ.0 ， 

騎例
疎

主
語

の

~t 

の
例
に
示
し
た
如
く
、

名
詞

「
鳥
の
さ
へ
づ
り
」

の
意
。

増

m 寸

石

一
清
漣
こ
は
、

「
増
」
・
「
階
」
と
も
に
同
じ
く
、
家
の
堂
な
ど
に
登
る
階
段
、
き
ざ
は
し
、
加

、-

~ì 

の
そ
れ
。
『

小
野
写
守
の
制

こ

に

こ
は
山
院
の
そ
れ
。

但
し
共
に
灰
声
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
平
声
に
誤
る
。

も

を
抱
き
て
眠
る
」

(
第
十
八
句
)
と
み
え
る
が
、

こ
の

。と

主 2
陵く、

よ
り
添
ふ

「
窓
を
抱
く
梅
」
は
、

か
な
り
新
鮮
な
表
現
と
い
へ
ょ
う
。

「
山
荘
の
階
段
を

る」

f土

周
囲
を
ふ
ち
ど
る
や
う
に
め
ぐ
る
、

意。

臣官

(
巻
一
)
班
孟
堅
「
西
都
賦
」
に
「

浜
ニ
其

と
り
巻
く
や
う
に
寄
り
添
ふ
谷
聞
か
ら
鳥
の
さ
へ
づ
り
が
遥
か
に
聞
え
て
く

足
こ
と
み
え
、

に
「
メ
グ
リ
」
と
み
え
る
。
「
ヨ
ル
」
と
訓
ん
で
も

る
。
窓
を
抱
き
か
か
へ
る
や
う
に
さ
し
か
か
る

の

か
ら
花
の
呑
が
近
く
匂

よ
L 、

担初

事実
」之
は問

一寸

そ自
の

伊j
一
至
ニ
覆
州
衡
山
県
こ

の

→ 

一

ー-、

ひ
く
る
」
。

こ
の
鳥
の
声
と
梅
が
香
の

ふ
「
静
」

の
描
写
よ
り
、

次
の
頚
聯

の

は
「
鱗
」
(
藤
波
本
〉
に
同
じ
く
、

『
文
選
』
(
巻
二
)
張
平
子
「
西
京
賦
」
の
「
陵
レ
轡
超
レ
整
」

「
綜
日
:
:
:
盤
、
院
谷
也
」
と
み
え
、
九
条
家
本
「
タ
ニ
」
と

t土

讃ZZ
松=伴
9 ふ

へ
と
移
る
。

谷
、
谷
間
の
意
。

は
雨
に
為
る
、

の
流
中
石
は

に
伊
る
(
第
五
・
六

句

後
の
句
の
「
花
の
香
」
は
、

こ
こ
で
は
梅
の
芳
香
を
云
ふ
。
梅
の
呑
の
認
識

ー寸

捜
松
Lー

は
のむ
「ら
讃3が
Zつ

盟五
壬金. '"¥ 

当る
松

「
揖
」
は
、

『
文
選
』
(
巻
五
)
左
太
沖

訓
む
。

「
呉
都
賦
」

〈
九
条
家
本
訓
)

に
み
る
如
く
、

は
、
梁
代
を
中
心
と
す
る
六
朝
詩
に
始
ま
り
、

『
懐
風
藻
』
以
来
、

わ
が
国
の

群
る
、

る
の
意
。

但
し

「
撹
松
」

の
用
例
発
見
し

し、。

は
雨
に
為

詩
に
も
そ
の
例
を
み
る
こ
と
、
既
に
述
べ
た
(
『

第

る
」
は
、
風
が
雨
に
換
は
る
、
雨
と
な
る
意
。
但
し
こ
こ
で
は
、
滋
野
貞
主
作

一
章
伺

の
表
現
」
)
。
「
得
た
り
」
は
、
呑
を
窓
に
さ
し
か
か
る
梅

Ú3~ 

レ

L 

の
第
一
旬

「
寒
声
の

の
雨
」

に
み
る
如



く

見
立
て
の
手
法
で
あ
り
、

松
吹
く

の
音
を

の
害
口
に
み
た
て

目
、
地
勢
坤
、
君
子
以
二
厚
徳
一
レ
物
」
に
み
え
る
語
。
初
唐
王
勃
「
秋
日
登
一
一

洪
府
牒
王
閣
一
銭
別
序
」
の
「
地
勢
極
而
南
慎
深
、

て
、
に
為
る
」
と
述
べ
た
も
の
と
み
た
い
。
同
じ
作
者
の
詩
句
「
岸
上
の

な

松

声

眠

裏

の

雨

」

に

作

る

」

も

....， 

天
柱
高
而
北
辰
遠
」

と
み
え
る
。

「
幽
深
」

は

静
か
で
奥
深
い
こ
と
、

'=;] 

は
地。、

f、

側
)
に
同
じ
。

対
句
の
「
石
は

詩
序
の
一
例
。

「
夜
発
一
ニ
ニ
泉
-
即

同
様
な
手
法
。
こ
の
「
為
」
の
字
と
「
作
」
の
字
と
は
、

よ
く
対
句
に
使
用
さ

れ
る

初
唐
劉
玉希
為。夷
レ

をそ 芸
子
行
Lー

の

一

章

平

に
、
鶴
鵡
の
栖
処
と
し
て
、

一
一
遊
高
峻
「

•••• 

ふ

ー、

と
み
え
る
。

こ
こ
は
山
院
の
地
勢
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
。

ツ
一
明
錦
一
分
一
一

「
光
暮
れ
易
し
」
は
、
山
院
の
地
勢
が
山
辺
に

い
の
で
、
遅
々
た
る

玉は
作企
そ
の

例

ま
た
初
唐
直
照
隣

曲

の

春
日
に
背
い
て
日
も
暮
れ
や
す
い
と
云
っ
た
の
で
あ
る
。

「
光
」
は
日
の
ひ
か

t主

か
闘
や
城
と
な
る
、
域
闘
の
如
き
趣

る
の
意
。

り
、
日
を
云
ふ
。

後
の
句
の
「

は
、
深
く
け
は
し
い
谷
、

谷
川
。

広司

(
巻
三
六
)

後
の
句
の

は
、
天
子
の
乗
り
物
、
御
率
。
天
子
を
も
云
ふ
。

「
乗
一
議
輿
一
備
ニ

『
文

王
元
長
「
永
明
九
年
策
一
一
秀
才
一
文
五
首
」
に
、

「訪一一

。。
」
作
ニ

(
巻
一
)
班
孟
竪
「

単
独
断
目
、
天
子
至
尊
不
=
敢
諜
演
雪
v
之、

こ
(
李
善
注
「
奈

基
こ
と
み
え
、

古
4
F

・h。。

の
一
例
に
、

」
が
あ
る
。

杜
審
言
「
度
z
石
門
山
こ
の
「
道

故
託
e
-

於
乗
輿
-
也
」
)
と
み
え
、

安
版

「
石
は

に
作
る
」
は
、
谷
の
流
れ
の

に
「
ミ
コ
シ
」
と
あ
る
。

ー寸

は
、
君
主
の

の
く
つ
わ
に
つ
け
る
鈴
。

中
に
立
つ
岩
石
は

の
如
き
激
し
い
音
を
立
て
る
意
。

「
群
生
し
た
松
の
生
へ

『
説
文
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
鈴
は

。の

出声
を
水象
静つ
山た
も
の
と
A 

ふ

初
唐
宋

こ
は
、
そ

た
峰
の
上
で
は
松
吹
く
風
は
雨
の
如
き
音
を
立
て
、
深
く
け
は
し
い
谷
の
流
れ

之
間
「
龍
門
応
制
」
の
「

の
中
で
は
(
激
流
が
当
っ
て
)
石
が

の
如
き
音
を
立
て
る
」
。

次
の
尾
聯
は
タ

の
一
例
。

「
且
く
待
て
」

tま

天
子
の
車
(
お
伴
の
人
)
に
呼
び
か
け
た
こ
と

方
へ
移
り
、
作
者
の

を
述
べ
て
結
ぶ
。

ば

「
且
く
」
は
、

い
ま
し
ば
し
、
も
少
し
の
意
。

「
東
に
廻
す
」
は
、
東
の

地
勢
幽
深
に
し
て
光
暮
れ
易
し
、

待
て
東
に

な
か

す
こ
と
莫
れ

、
唱

R

-

、
刀
ふ
れ

に
車
を
ま
は
し
て
帰
る
こ
と
。
し
ば
ら
く
こ
こ
に
留
る
こ
と
を
希
望

r、

-
八
匂
)

し
た
表
現
。
「
(
こ

「
地
勢
」
は
、
大
地

地
の

云
ひ
、

(
上
経
、
坤
)
「

天
子
の

し
ば
ら
く
ゐ の

地
て勢
t土
東静
会か
芸品ごで

能議
にく
向日
ヵ、は
つ暮
てれ
車ゃ
をーす
姐庄い
し、

詩
注

ムハ=一



詩
注

E司

六
四

て
帰
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
」
。

冠

湖

町

神

社

蔵

伊

博

天

治

本

佐

ト

雄

原

寸

原

色

覆

製

・

巻

子

本

一

巻

定

五

O
、0
0
0円

予
約
限
定
部
数
を
製
作
。
申
込
〆
切
昭
和
同
年
日
月
初
日

作

者

類

別

炉

芸

は

』

同

時

湾

海

久

孝

位

三

年

代

，

宅

ヴ

列

車

列

森

本

治

吉

事

小

四

六

判

上

製

本

。

総

九

二

O
頁
付
表
一
葉
曲
入

定
価
玉
、

0
0
0円

探
り
て

解
説

り春
、の

言習を自
主に

も 9

号更
ヘま
つ
り
で

の
山
院
に
侍
り
、

「廻」

の

一
首

の
山

1 

お
も
ぷ
き

2
ゆ
く
り
な
く
も
到
る
に
ひ
そ
む
興
趣
ひ
た
に
う
な
が
さ
る
。

さ

へ

づ

り

は

し

め

ぐ

3
鳥
の
噌
遥
か
に
聞
ゆ
階
を
廻
る
谷
よ
り
、

4
花
の
香
近
く
聞
ぎ
得
た
り
窓
を
抱
く
梅
よ
り
。

む

ら

を

白

へ

か

ぜ

な

5
群
が
る
松
の
峰
上
の
風
雨
の
音
加
す
吹
き
、

さ

が

い

は

惜

6
険
し
き
谷
の
流
れ
の
石

い
曹
ほ
ひ

7
地

の

勢

み
〈
る
ま

8
御
車
し
ま

101 

木

村

正

僻

箸

神
田
喜
一
郎
解
説

102 

如
す
鳴
る
。

103 

け
く
深

東Eく
t日
のは
か暮
たれ
にや
廻むす
けし
そ、

101 
102 
103 

定
価

m
m各
一
、
六

O
O円

間
二
、
ニ

O
O円

木
村
正
僻
著

小
島
憲
之
解
説

且
価
一
五
、

0
0
0円

四
冊
総
二
二

一
八
頁

三
九
、

0
0
0
円

勉

士一ゆ

本
。
総
八
八

O
頁

A
五
判

四
巻
影
印

神
宮
文
@
残
部
僅
少
/
-

諸
本成

小
野
田
光
雄

ユコロA五
判

上
・
中
・
下
三

総

一八
三O
/~O 

O頁
O 

吐|自

株
式
会
社

東
京
都
目
黒
区
大
橋
二
丁
目
十
二
番
十
六
号

電

話

O
三

(
四
六
O
)
九

七

六

一



。
お

。

記

O
逃
げ
だ
し
た
く
な
る
よ
う
な
厳
し
く
長
い
今
年
の

残
暑
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
清
々
し
い

秋
、
四
季
の
移
り
変
り
の
は
っ
き
り
し
た
我
が
国

に
今
さ
ら
な
が
ら
感
謝
し
た
く
な
る
よ
う
な
よ
い

時
候
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
前
号
よ

り
本
号
ま
で
の
聞
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ア
キ
ノ

氏
暗
殺
(
八
月
二
十
二
日
)
、
大
韓
航
空
機
撃
墜

(
九
月
一
日
〉
と
忌
ま
わ
し
い
不
幸
な
事
件
が
相

継
い
で
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
混
沌
と
し
た
現
状

に
真
相
究
明
が
待
た
れ
ま
す
。

の

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

て
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
〈
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内〉。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
と
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高み」串

、
威
奈

の

に

、

大
村
墓
誌
と
庚
信
集
と
の
関
係
、

多
彩
な
内
容
で
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
投
稿
規
定
の
分
量
を

目
安
に
さ
れ
、
高
葉
研
究
を
は
じ
め
広
く
上
代
の

言
語
・
文
学
に
関
す
る
論
の
御
寄
稿
を
願
い
上
げ

ま
す
。

O
本
号
は
全
国
大
会
〈
於
岡
山
大
学
〉
直
前
に
お
手

元
に
届
く
こ
と
に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
実
り
多
い
大
会
に

し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。(
毛
利
正
守
〉

て

称

す

る

。

て

者

は

誰

で

も

申

込

み

に

よ

っ
て
会
員
と
な
る
と
と
が
で
き
る
・

て

会

員

の

研

究

塾

と

し

て

を
発
行
す
る
.

、

ー，
1( 

は
随
時
、
に
す
る
見
学
旅
行
、
文

展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
入
、

図
の
出
版
、
そ
の
他
巻
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
ハ
誌
代
を

含
む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
.

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

一
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
印
刷

一
昭
和
五
十
八
年
十
月
五
日
発
行

一、

頒
価

六

百

円

干
副
大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話

(
D
C
一
-
一
八
八
|
一
一
一
二

(
内
線
三
九
四
)

-
発
行

大

代

表

者

小

島

之

鐙
薗
智
大
阪

O
i
-
-
九
一
四
七
番

一O
|
八
O地

雷

在
-一

一T刷
引

代

表

者

贋

8
官
民
)
七
八
一

電
話



昭
和
五
十
八
年
十
月
五
日

業

頒

価

六
送

料

一一
百

円

一
十
円


